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山口県産「ヅガニ」の肺吸虫被嚢幼虫寄生状況に

就いて（第 7回報告）

高橋一郎

山口県立医科大学病理学教室（指導細川修治教授）

（昭和 32年5月22日受領）

山口県産「ヅガニJの肺吸虫被嚢幼虫の寄生状況に就

いて，その報告も回を重ねて来たが今回は山口県徳山市

の夜市川に就いて調査したので第七回報告として報告す

る。

夜市川は山口県瀬戸内海沿岸で東部寄りに位置し山岳

部に其の源を発し南下して周防灘に注いている。

昭和31年6月の間に無傷に捕獲したはを前回報告〈高

橋1954,1955）と同様な検査方法て調査した。

検査成績

検査蟹は61匹て被嚢幼虫の寄生をみた蟹は僅か 7匹て

あり，寄生率は11.5%であった。蟹一匹に於ける被嚢幼

虫の最多寄生数は2個て最少は 1個であった。検査蟹数

に対する一匹平均寄生数は0.16個であった。次に被寄生

蟹と寄生被嚢幼虫との関係は被寄生蟹7匹中，赤色頼粒

を含む成熟型被嚢幼虫のみ寄生の蟹は 5匹（71.4%) ' 

幼弱型被嚢幼虫のみ寄生の蟹は2匹（28.6%）て其の

他，各型被嚢幼虫の混合寄生，叉は末熟型，普通の成熟

型被嚢幼虫のみ寄生の蟹は認めなかった。検出した被嚢

幼虫は10個であり，その中，赤色頼粒を含む成熟型被嚢

幼虫は 8個，幼弱型被嚢幼虫は 2個だけであった。

(1) 蟹の大きさと寄生率との関係は 31～40mm大

の蟹は 12匹に対して被寄生蟹数3匹（25.0%) ' 41～50 

大の蟹は28匹に対して被寄生蟹数2匹（7.14%)'51～60 

mmの蟹は 11匹に対して被寄生蟹数1匹（9.09%), 

61～70mm大の蟹は6匹に対して被寄生蟹数1匹（16.67

%), 71～80mm大の蟹は被嚢幼虫の寄生を認めなかっ

たく第1表参照〉。

( 2）蟹の大きさと寄生数との関係は 31～40mm大

の蟹は 1～10個寄生が3匹，41～50mm大の蟹はl～
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第1表蟹の大きさと寄生率との関係

（検査蟹数－61匹）
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第2表蟹の大きさと寄生数との関係

（検査蟹数－61匹中54匹陰性）
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10個寄生が2匹， 51～60mm大の蟹は 1～10個寄生が

1匹， 61～70mm大の蟹は1～10個寄生が1匹て、あっ

た〈第2表参照〉。

( 3) 「ヅガニ」体内に於ける被嚢幼虫の分布状況は

検査蟹61匹（中，陰性54匹〉中，鯨寄生蟹が最も多く 7

匹（11.48 %），次いで体関節部は2匹（3.28%），足関節
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第3表 総 Metacercariaの蟹体内分布 （検査蟹数－61匹中54匹陰性）
上段

品百 体 関 節 部足関 節部体筋肉足筋肉 肝 iu' 
其の他
の臓器

被寄生蟹百の検分率査蟹（%数） に対する 11.48 3.28 1.64 。 。 。 。 。
被寄 生 蟹数 7 2 1 。 。 。 。 。。 。 。
下段

総寄生数 Metacercaria 7 2 1 。 。 。 。 。。 。 。
h検1e査tac蟹ereにar対iaする 0.11 { ~ 0.16 0.03 a 0.0~ 0.02 a o.oii vーー 。 。 。 。 。
匹平均寄生数

第4表 赤色頴粒を合む Metacercariaの蟹体内分布（検査蟹数－61匹中54匹陰性）
上段

飽 体 関 節部足関節部体筋肉足筋肉 月子 Jふ
其の他
の臓器

被寄生蟹の検査蟹〔%数） 
に対する百分率 8.2 3.28 

被寄 生 蟹数 5 2 。 。
下段

総寄数生 Metacercaria 5 2 。 。
検査蟹 に対 する
Metacercariaのー
匹平均寄生数

部1匹（1.64%）て他には寄生を認めなかった〈第8表

上段参照〉。

次に検査蟹数に対する被嚢幼虫の蟹一匹平均寄生数は

偲0.11個，体関節部0.03個，足関節部0.02個であった

く第3表下段参照〉。

( 4)赤色頼粒を含む成熟型被嚢幼虫の蟹俸内分布は

偲寄生のもの5匹（8.2%），体関節部2匹（3.28%），足

関節部1匹（1.64%）であった（第4表上段参照〉。

次に被嚢幼虫の一匹平均寄生数は偲0.08個，体関節部

0.03個，足関節部0.02個であった（第4表下段参照〉。

( 5）普通の成熟型被嚢幼虫，末熟型被嚢幼虫は認め

なかったが幼弱型被嚢幼虫は 2個認められ，何れも鯨に

寄生して居た。

総括並びに考按

今回は山口県下夜市川産の「ヅガニ.J61匹に就いて蟹

の大小と被嚢幼虫の寄生率並びに寄生数との関係，被嚢

幼虫の種類，蟹体内に於ける牙布状況に就いて調査し

1.64 。 。 。 。 。
1 。 。 。 。 。。

1 。 。 。 。 。。
。 。 。 。 。

た。特に赤色頼粒を含む成熟型被嚢幼虫，普通の成熟型

被嚢幼虫の蟹体内分布に留意した。

( 1）蟹の大きさと寄生率との関係は寄生率だけみる

と31～40mm大の蟹が最も高く25.0%，次いて61～70
mm大の蟹は16.67%, 51～60mm大の蟹は9.09%,

41～50mm大の蟹は7.14%の順であるが 31～40mm大

の蟹12例と 51～60mm大の蟹11例とは例数が略同数
て比較出来るがしかし 41～50mm大の蟹28例と 31～40
mm大の蟹12例とては例数の差が開き比較し難いがしか

し例数が少なし被寄生蟹が多い31～40mm大の蟹が最

高寄生率を示すものと推察する。山口県下の現在迄の調

査（高橋1956，内野1954）て、は約40～60mm大の蟹が最
高を示している。叉，私の愛媛県の調査〈高橋1954,

1955）ては61～80mm大の蟹であり，三浦の高知県の調
査〈三浦1952）ては41～50mm大の蟹が最高寄生率を示
すと述べている。

( 2）蟹の大きさと寄生数との関係も 31～ 40mm  

( ・76 ) 
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大の蟹が寄生数は最も多い，此も現在迄の山口県の調査

（高橋1956，内野1954）とは異っている。

(3）山口県下夜市川に於げる「ヅガニ」の肺吸虫被

嚢幼虫の寄生率は11.5%の低率てあり，山口県下各河川

の中ては錦川に次いで低率である。各河川の50%以上の

寄生率より考えて山口県東部と西部とでは寄生率の著差

がある事は地質，水質等に何等かの要因があるのではな

いかと考えられる。地質的（窪地1957)の差異として山

口県東部河川流域は古生代の水成岩であり，河口近くは

中生代の古い火成岩が占めている。西部河川流域は（源

が古生代の石灰岩のもあるが〉殆んどが中生代の新しい

火成岩が占めている。叉，瀬戸内海沿岸と日本海沿岸と

は同様な地質てある。叉，特別の河として佐波川流域は

花関岩てあり，此の河の寄生率は可成の高率を示めして

いた（高橋1956）。以上の如く古生層に流域を持つ河川

は寄生率が低く，中生層を持つものは高い様である。此

は愛媛県の調査（愛媛県衛生部予防課1951，愛媛県衛生

研究所細菌室1952, 細川1954，篠崎1956,高橋1954,

1955）て中予地方は寄生率が低く，地質的にも古生層て

あり，寄生率の高い南子地方は中生層である事は，山口

県西部と愛媛県南乎地方，山口県東部と愛媛県東予地方

とが寄生率の点て， 叉，地質的の点てよく符合してい

る。

水質は山口県公衆衛生課の調査では硬度と pHが東部

より西部に移動するに従って梢上昇している。

以上の差異か或る程度，寄生率を左右するのではない

かと考えら判る。叉，西部に肺吸虫症の患者が多いのも

一因であろう。

蟹一匹に於ける被嚢幼虫の最多寄生数は当教室の調

査〈細川1954，高橋1956，内野1954）に依れば最下位の

2個であった。叉，検査蟹数に対する一匹平均寄生数は

やはり山口県下ては最下位に属し0.16個であった。被寄

生蟹 7匹の中て赤色頼粒を含む成熟型被嚢幼虫のみ寄生

の蟹が5匹（71.4%），幼弱型被嚢幼虫のみ寄生の蟹が2

匹（28.6%）だけであった。

叉，検出した被嚢幼虫は10個であり，赤色頼粒を合む

成熟型被壁幼虫が殆んどを占めて居り 8個て＼他は幼弱

型被嚢幼虫が2個のみであっ疋。幼弱型被嚢幼虫は赤色

頼粒を認めず，赤色色素が平等に牙布していたのは前報

告（高橋1956）と同様て、あった。

(4）寄生部位に就いては検査蟹61匹（中， 陰性54

匹〉て鯨に寄生していた蟹が最も多く 7匹（11.48%) ' 

次いで俸関節部2匹（3.28%），足関節部1匹（1.64%)
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のJI債であった。鯨は導入血管のみに被嚢幼虫の寄生を

認め，然も導入血管ては尖端部に多く認められた事は前

報告〈高橋1956，内野1954）に一致する。

検査蟹数に対する被嚢幼虫の一匹平均寄生数は偲0.11

個，体関節部0.03個，足関節部は0.02個の順であった。

( 5）赤色顎粒を含む成熟型被嚢幼虫の蟹体内分布状

況はやはり鯨寄生蟹が最も多く，5匹（8.2%），次いて

体関節部2匹（3.28%），足関節部1匹（1.64%）の順で

あった。蟹一匹平均寄生数は鯨0.08個，体関節部0.03

個，足関節部0.02個の）｜債であった。

(6）普通の成熟型，末熟型被嚢幼虫は此の調査では

認めなかったが幼弱型被嚢幼虫は認められ，2個共に鰭

に見出した。

今回の調査に於いて毛赤色顎粒を含む成熟型被嚢幼虫

が他の被嚢幼虫よりも多く，且つ広く分布している事は

前報告（高橋1956）同様であった。

( 7)検出した被嚢幼虫は総て「ウエステノレマン肺吸

虫」てあっ疋（宮崎1944,1954）。

結論

( 1）山口県下夜市川産「ヅガニjに於ける肺吸虫被

嚢幼虫の寄生率は11.5%の低率であった。

( 2）検出した被嚢幼虫の中て赤色頼粒を含む成熟型

が最も多く，最も広く分布していた。

(3）寄生部位は飽が最屯多く，体関節部，足関節部

の順て筋肉，臓器には被嚢幼虫の寄生を認めなかった。

(4）検出した被嚢幼虫は総て「ウエステルマン肺吸

虫Jであったυ
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Summary 

(1) The author investigated on distribution of 

Paragonimus metacercariae in 61 Eriocheir jaρ0・
m・cus on Yazi River in Yamaguchi Prefecture, on 

June 1956. He obtained the result of 11.5 % in 
them. 

(2) The total number of metacercariae obtai・ 

ned were 10, in which the mature metacercariae 

with redish granule were most numerous. 

(2) One crab harboring the most neumerou~ 

metacercariae possesed 2. 

(4) On parasitized region, parasitism in gills 

were the most, in succession, body joint region, 

foot joint region, but no parasitism in the muscles 

and the visceral organ. 

(5) All of metacercariae investigated in this 

rep1ぼ twere Para~側：imus westermanii. 




